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2019 年度 事業報告 

  

令和元年度は、日本ジオパークネットワークへの加盟申請は見送り、3 月にオープンした竜串ビジターセンター

を拠点としたジオツーリズムの整備や情報発信の拡充、研究や保全活動への支援を行った。 1 月には事務

局が観光商工課から新たに新設された国立公園＊ジオパーク推進課に移管され、事務所も竜串ビジターセン

ターへ移転。ビジターセンター専任職員を雇用するなど、体制の充実を図った。 

1. ＪＧＮ（日本ジオパークネットワーク）関係 

1-1 ＪＧＮ全国大会参加 

 10 月 31 日から 11 月 4 日に行われた第 10 回日本ジオパーク全国大会大分大会（大分県大分市、豊

後大野市、姫島村）大会に参加。協議会会員・アドバイザー・ジオガイドら総勢 14 名が参加し、他地域との

交流・情報交換や開催地のジオツアーを体験した。 

 また、事務局では、ＪＧＮ新規加盟申請地域事前相談会及び活動相談会に参加し、日本ジオパーク委

員会（ＪＧＣ）委員や、ＪＧＮ会員等と今後の申請についての意見交換を行った。また、大会中のポスタ

ーセッションでは、当地域の研究助成事業や竜串ビジターセンターを拠点としたジオパークの推進について発表

を行なった。 

 

 

1-2 ＪＧＮ活動への参加 

 当地域の取り組みのＰＲ及び他地域との情報交換、ネットワーク構築のため、ＪＧＮが開催する会議、

研修会等に参加した。 

日にち 場所 内容 参加者 

4/22-24 伊豆半島ＧＰ ジオパーク新任者研修 事務局 

5/25 幕張メッセ ＪＧＮ運営会議 

新規認定プレゼンテーション 

事務局 

5/26 幕張メッセ JpGU 関連行事 事務局 

5/27 東京都内 ＪＧＮ通常総会 会長 

事前相談会 ブロック別パビリオン 
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5/27 銚子ＧＰ ＪＧＮ全国研修会 事務局 

7/17-18 東京都内 全地域事務局長会議 事務局 

10/31 大分市 ＪＧＮ運営会議 事務局 

11/1-11/3 大分市ほか ＪＧＮ全国大会 協議会、ガイド、事務局 

1/22-24 南紀熊野ＧＰ 中四国近畿ブロック研修会 ガイド、事務局 

2/14-15 南紀熊野ＧＰ 南紀熊野ジオフェス ガイド、事務局 

 

 

 

 

 

 

 

2. ツーリズム 

 2-1 ジオガイド養成 

 現ガイドのスキルアップのため、昨年度に引き続き、アドバイザーを招聘し、ジオガイドツアー磨き上げのための

モニターツアーを行った。また、ジオガイドにより新たなツアーの開発を行い、新たに 5 つのガイドツアーを商品化し

た。 

日にち 内容 講師等 

7/4 江崎アドバイザーとの意見交換 

新たに作るガイドツアーの企画書をもとに意見交換を行った 

江崎貴久氏 

海島遊民くらぶ（三重

県鳥羽市） 

9/30-10/1 モニターツアー、意見交換① 

江崎アドバイザーを招き、モニターツアーを行い、商品化に向け、ガ

イド技術の磨き上げや今後の販売体制についての協議を行った。 

江崎貴久氏 

11/18-19 モニターツアー、意見交換② 

前回のモニターツアーからのブラッシュアップを行い、商品化に向け

た協議を行った。 

江崎貴久氏 

2/5 モニターツアー、意見交換 

世界ジオパークの審査員を招き、サスティナブルツーリズムの観点か

らのアドバイスをもらった。 

新名阿津子氏、古澤加

奈氏 

 

 

中四国近畿ブロック研修会 ＪｐＧＵ日本地球惑星科学連合大会 
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2-2 サイト解説板の整備 

 前回審査の指摘事項であったサイト解説板の整備を行った。竜串ビジターセンターのオープンを見越し、竜串

エリアに３基のサイト解説板を設置するとともに、周辺の既存看板についても整理を行った。また、解説板やパ

ンフレットと連動した位置情報アプリを多言語（日本語、英語、中国語）で整備を行った。 

 

 

 

2-3 宣伝ツールの作成 

 竜串ビジターセンターのオープンに合わせ、パンフレット、ＷＥＢ等各種ＰＲツールを整備した。 

 ◆パンフレット作成 

 ・土佐清水ジオパーク構想全体見どころパンフレット 

 ・竜串エリア散策パンフレット 

◆ＷＥＢ 

土佐清水ジオパーク構想及び竜串ビジターセンターうみのわのＷｅｂサイトを一体的に整備 

◆ユニフォーム作成 

ビジターセンターのブランディング、心地よい環境づくりのため、ユニフォームを作成 

◆グッズデザイン 

土佐清水ジオパーク構想及び竜串ビジターセンターのノベルティとしてトートバッグと手ぬぐいのデザインを作

成 

 

 

9/30 モニターツアー 11/19 モニターツアー 

竜串海岸入り口 桜浜 見残し海岸 
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2-4 持続可能な観光地域づくり 

 エコツーリズムのアドバイザーやＪＧＮ関係者を招き、ジオパークの理念に基づく持続可能な観光のための勉

強会を行った。 

日にち 内容 講師等 人数 

6/10-11 知床でガイドツアーを行う松田氏を招き、竜串

観光クラスター協議会会員等を対象に観光マ

ーケティングや観光地域づくりのための勉強会を

行った。 

松田光輝 

（知床ネイチャーオフィス） 

30 

2/4-5 世界ジオパークの審査員を務めるＪＧＮ関係

者を招き、協議会会員等を対象としたサスティ

ナブルツーリズム等の勉強会を行った。 

新名阿津子氏 

（伊豆半島ＧＰ） 

古澤加奈氏 

（ＪＧＮ事務局） 

35 

 

  

うみのわユニフォーム 
パンフレット 

ＷＥＢサイト ノベルティデザイン 
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3. 教育、研究、普及・啓発 

 3-1 活動支援事業 

土佐清水ジオパーク構想エリアにおける調査及び研究、保全、及び土佐清水ジオパーク構想の普及・啓発

活動に対し支援を行い、当地域のジオパーク活動へ活用した。 

対象者 活動内容 

国立研究開発法人 海洋研究開発機構 

主任研究員 山本 由弦 

土佐清水ジオパーク構想・地質のきほん 

高知工業高等学校ソーシャルデザイン工学科 

准教授 池田 雄一 

土佐清水市の地形特性や人口減少を考慮した南海トラフ巨大地

震に対する地震建物 

市内某地区 

※希少植物の自生地があるため、公表不可 

土佐清水市に生育する絶滅危惧植物マルバテイショウソウの保全 

ＮＰＯ法人竜串観光振興会 海のギャラリー&竜串をみがくプロジェクト 

土佐清水認定ジオガイド 村松 真佐美 暮らすように旅する足摺半島ツアー＜足摺半島におけるジオツアー実

施事業＞ 

3-2 学校教育 

学校教育では、市内小中学校における「総合的な学習の時間」を活用した座学や現地学習を主として継

続的に実施。また、清水高校とも総合学習への継続的な連携を行った。今年度は新たに希少植物を扱う環

境学習や地震・津波碑を活用した防災学習などをプログラム化し、来年度以降、市内の小学校においてプロ

グラムを取り入れてもらう予定としている。 

日にち 場所 関係者 内容 

7/3 清水小 清水小 4年生 清水小学校ジオ学習 

7/8 市内各地 清水中 1年生 総合学習案内 

8/7 清水中、鹿島 小中学校理科部会 理科部会研修会 

8/20 竜串海岸 三崎小、下川口小、足

摺岬小 

合同ジオパーク学習 

10/26 竜串海岸 高知県高等学校教育

研究会理科部会 

竜串海岸巡検 

11/6 清水中 小中学校理科部会 理科部会研修会 

11/11 竜串海岸 三崎小、下川口小 合同学習 

 

11/25 清水高校 清水高校 総合学習 ジオツアーの実践 

12/6 市街地 清水高校 総合学習 ジオツアーの実践 

2/26 下ノ加江地区 下ノ加江小 希少植物の観察 

 

3-3 社会教育・住民周知活動 

 図書館との連携したワークショップやまちあるき、郷土料理を活用したイベントなどを行い、住民への普及・

啓発を行った。 
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普及・啓発イベント 

日にち 場所 内容 参加人数 

4/27 図書館 図書館連携イベント「砂鉄のゆくえ」 27 

5/11 鹿島 大地と植物の観察会 in鹿島 17 

6/22 公民館 共催事業「自然とのつきあい方を考える」 50 

6/23 竜串海岸 共催事業エクスカーション 15 

8/10 図書館 Fin 魚のヒレの秘密 33 

10/26 松尾 作ってたべる食堂 松尾のつわ寿司 18 

12/21 市内 マルバテイショウソウ観察会 22 

1/25 下ノ段 作ってたべる食堂 下ノ段のおしぬき 22 

2/8-9 黒潮町 高知サイエンスフェスタＷＥＳＴ 34 

 

住民周知活動 

日にち 場所 内容 参加人数 

8/20 松尾区長場 いきいきサロン出前講座 23 

9/18 足摺岬区長場 ジオパークおはなし会 19 

10/23 竜串ふれあいセンター ジオパークおはなし会 12 

12/16 貝ノ川浦 いきいきサロン出前講座 15 

1/9 下ノ段 いきいきサロンでの聞き取り 20 

2/3 松崎福祉センター デイサービス出前講座 10 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 ジオパークで地域の魅力発信事業 

土佐清水ジオパーク構想の認知度向上や、地域内での価値の再認識を促すため、地域の魅力を発信す

る冊子を作成し、各所に配布を行った。冊子の編集にあたっては、ワークショップやイベントを開催することで、よ

り多くの住民に関わってもらう工夫をした。 

関連イベント 

日にち 場所 内容 

7/29 市役所 編集会議、ワークショップ 

8/21 市役所 編集会議、ワークショップ 

9/21 市役所、海洋館 しみずのまちかどフォトウォーク 

自然との付き合い方を考える 作ってたべる食堂 
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情報発信術についての講座、写真ワークショップ 

10/6 鹿島 鹿島の植物大調査 

10/26 松尾 作ってたべる食堂 松尾のつわ寿司 

1/25 下ノ段 作ってたべる食堂 下ノ段のおしぬき 

 

 

 

 

 

 

4. 会議 

 4-1 推進協議会会議 

7月に定期総会を開催し、平成 30年度事業報告および収支決算報告を行った。また、地域コミュニティ部

会において、住民へ周知活動について協議を行った。 

日にち 会議 内容 

7/1 役員会 Ｈ30 年度事業報告、決算報告、Ｒ元度補正予算について 

7/11 総会 Ｈ30 年度事業報告、決算報告、Ｒ元度補正予算について 

7/19 部会 地域コミュニティ部会 住民周知活動について 

8/22 部会 地域コミュニティ部会 住民周知活動について 

12/4 役員会 進捗状況の報告 
 

土佐清水を自由研究する 

地域研究誌≪アオサバラボ≫ 


